

公務員資格
☆国家公務員Ⅰ種（詳細はP.41～）
・人間科学Ⅰ：厚生労働省－職業安定局

　　　　　　　法務省－本省・矯正局・少年鑑別所　　

　　　　　　警察庁－科学警察研究所　
○犯罪行動科学部 捜査支援研究室
ポリノグラフ検査、目撃証言など犯罪捜査に関する心理学研究および実験
　○法科学第四部 情報科学第一研究室
誘拐事件や人質立てこもりなど特殊犯罪についての心理学的および精神医学的見地から研究、プロファイリング研究

・人間科学Ⅱ：警察省・法務省・財務省・農林水産省

☆家庭裁判所調査官補Ⅰ種（詳細はP.34～）
☆法務教官（詳細はP.38～）
☆地方公務員上級（詳細はP.40～）
　地方自治体における社会福祉の専門機関で、心理職・福祉職として働く為には、地方公務員採用試験を受けて合格し、採用されるのが一般的。採用区分は自治体によって異なります。

主な教務内容：心理職…病院や児童相談所などで心理判定を行います
　　　　　　　　福祉職…福祉事務所や児童相談所などでのケースワーカー

　その他：精神保健福祉センター、知的障害者施設、児童自立支援施設
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受験者数

一次合格者数

最終合格者数

倍率

採用予定数

H14

490

57

32

15.3

約10

H15

438

51

28

15.6

約10

採用までの流れ

試験

・国家Ⅰ種　　　１次：教養、専門　

２次：総合、専門、人物（個別面接）

・家裁調査官　　１次：教養、専門

　　　　　　　　２次：教養、専門、口述（個別面接）

・法務教官　　　１次：教養、専門

　　　　　　　　２次：人物（面接）、身体検査、身体測定
· 面接試験は筆記試験よりも重視されます
· 地方の試験は地方によって異なるので、各地方自治体に問い合わせてください。
給与

人事院ホームページ参照：http://www.jinji.go.jp/top.htm
【３Ｂ／仁科ゼミ 谷川奈実子】
～家庭裁判所調査官補～
☆家庭裁判所調査官のお仕事とは…

家庭裁判所調査官は、家庭裁判所に配属され、離婚・相続などに関する家庭内の紛争や、非行を

犯した少年の事件を専門的に取り扱います。家事事件・少年事件の両者とも、法律的な解決だけ
ではなく、その背後にある複雑な人間関係や環境を踏まえた上での解決が必要になってきます。

家庭に関する事件の適切な解決のため、心理学・社会学・教育学などの人間関係諸科学の知識や
技法を活用して、紛争の当事者や非行を犯した少年と面接を行い、事実関係を調査して、必要に
応じて心理テストやカウンセリング等を行い、その結果を裁判官に報告するのが家庭裁判所調査
官の職務です。家庭裁判所調査官は公務員としては特別職１種公務員となります。

家庭裁判所調査官の扱う主な任務である、少年事件と家事事件についての仕事内容を簡単に紹介
します。
１.少年事件
① 調査実務
家庭裁判所調査官は、送致された事件について非行事実が認定された後、その少年の問題
点を探したり少年の立ち直りなどに最も適した処遇を選択して、最終的に少年の処分を判断
する裁判官の判断の元となる資料（少年調査票）を作成します。調査票の作成にあたっては、
少年や保護者、そして周囲の人間関係を把握できるような参考となる人々に直接会ったり、
書面で照会をするなど様々な活動を行います。これが「調査」で、少年事件を担当する家庭
裁判所調査官の最も大きな部分を占める仕事になります。
② 試験観察
　少年審判は、そのほとんどが最終的な結果を少年に伝えて終了します。その中で、少年法
２５条の「試験観察」に決定となった場合、少年たちは処分が保留されたまま、一旦審理を
終えることになります。現在はおおむね３ヶ月ほどを区切り、その中で家庭裁判所に定期的
に通わせるなどしながら、少年たちの生活態度を見きわめます。その分、面接の回数もグン
と増え、調査官としても腰を落ち着けて少年の状況把握をすることが可能となります。多く
の場合、３ヶ月の後半で審判の期日が伝えられ、そこまでの状況を調査官が「試験観察経過
報告書」にまとめて裁判官が終局決定を出すことになります。
③ 講習指導
　処分前後に、家庭裁判所調査官が講師となって、数人から数十人の少年を集め、直接指導
を行うものです。多くは交通事件（交通違反の事件を起こした少年の事件）の手続きの中で、
裁判所での講義形式で行われますが、ボランティア講習や一泊研修（合宿講習）という形で
実施されたり、シンナー（毒劇法違反少年）や覚せい剤に関する講習等も行われています。
２.家事事件
① 事実の調査
　家事事件においては、調停や審判に必要な事実の調査を、家庭裁判所調査官が主に行なう
ことになっています。例えば離婚調停では夫婦の歴史を、児童福祉法２８条事件（その多く
が児童虐待です）では子どもたちの苦しみの経過を、就籍事件では戸籍のない人のわずかな
記憶を・・・といった当事者への面接や、あらゆる場所への照会などを駆使して掘り起こし
ていきます。これらの活動を通じて現れた事実によって、家事審判官や調停委員会は審理を
進行し、当事者に解決策を投げかけます。

② 期日出席
　家事事件のうち、対立する当事者がいる事案では、その多くがまず話し合いによって進行
します。これが調停ですが、家庭裁判所調査官も調停の場に出席するよう命令を受けること
があります。事実の調査と違い、調停の場に直接加わって調停委員に助言をしたり、当事者
に直接働きかけることで調停の流れをスムーズにすることが主な目的となります。出席した
後は期日出席報告書を出しますが、さほど長いものは求められず、現場での活動がそのまま
結果へとつながるダイナミックな仕事です。
③ 経済調査
　 ①で説明した調査の中に、あまり人間関係とは関係のない目的をもったものがあります。
そのひとつが経済調査、すなわち当事者の経済面に焦点を当てて事実を調査するものです。
経済調査を受命した調査官は各当事者から家計収支の報告や、課税証明書などの書類を提出
していただき、主に慰謝料や相続財産の計算を行います。これも家庭裁判所調査官の事実の
調査になります。
④ 履行確保
これも③同様、人間関係からはやや離れた調査となるものです。調停や審判など、何らか
の理由で当事者間の金銭のやりとりなどを約束しながら、「約束を守らない人に守らせる」
ために行う活動です。ある程度腰を落ち着けて対応して、義務者から何らかの言い訳や約束
の履行を引き出します。喧嘩腰で来られることもすくなくない、家庭裁判所調査官の大変な
役割のひとつです。
⑤ 後見監督
これも③と同じく、事実の調査とは質が違うものです。成年後見制度と言う家庭裁判所の
仕事があります。この中で社会的な能力に支障の生じた人に代わってそれらを行う「後見人」
と呼ばれる当事者の方々の活動を監督し、時には解任を進言したり注意を促したりする活動
が主なものです。
☆家庭裁判所調査官を目指すために

家庭裁判所調査官になるためには、まず家庭裁判所調査官補Ⅰ種採用試験に合格し、その後採用
されると、東京都にある家庭裁判所調査官研修所にて2年間の研修を受けます。

●家庭裁判所調査官補採用Ⅰ種試験
【受験資格】
受験する年の４月１日現在において満２１歳以上満３０歳未満の者

＊この試験を受けられない人
・日本の国籍を有しない者

・国家公務員法第３８条の規定に該当する者
・成年被後見人，被保佐人（準禁治産者を含む）

・禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又は執行を受けることがなくなるまでの者

・懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊する
ことを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者

【平成１５年度試験日程】

受付期間：平成１６年４月１日（火）～４月１５日（火）

第一次試験：５月１８日（日）、合格発表：６月１０日（火）

第二次試験：＜論文＞６月１４日（土）、＜口述＞６月中旬から下旬

最終合格者発表：７月１１日（金）
	　　　　　
	　採用予定人数　
	申込者数　　
	第１次試験合格者数
	　最終合格者数　
	倍率　

	平成10年
	約40人
	1,851人
	204人
	45人
	41.1

	平成11年
	約40人
	1,879人
	200人
	42人
	44.7

	平成12年
	約40人
	1,668人
	210人
	    44人
	37.9

	平成13年
	約40人
	1,572人
	211人
	    47人
	33.4

	平成14年
	約45人
	1,631人
	301人
	    65人
	25.1

	平成15年
	約50人
	1,600人
	304人
	    65人
	24.6


	第１次試験地　　　
	第２次試験地

	東京都　大阪市　名古屋市　広島市　福岡市

那覇市　札幌市　高松市　仙台市
	第１次試験地に同じ（第１次試験と同一の試験地で受験する。ただし口述試験については、第１次試験を那覇市で受験する者は福岡市とする。）

	試験
	試験種目
	内容等
	解答数
	解答時間

	第1次試験
	教養試験（択一式）
	一般的知識及び能力についての筆記試験
	40題
	2時間30分
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	専門試験（記述式）
	専門的知識及び能力についての筆記試験
＊以下のうち，いずれかを選択 

心理学⑥，社会学⑥，社会福祉学⑥，
教育学⑥，
心理学③＋法律学③，

社会学③＋法律学③，
社会福祉学③＋法律学③，

教育学③＋法律学③
	6題
	2時間30分

	第2次試験
	教養試験（論文式）
	課題に対する識見、判断力及び理解力についての筆記試験　
	1題
	1時間
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	専門試験（論文式）
	専門的知識及び理論の応用能力についての筆記試験
＊以下の科目のうち、２科目を選択
(ただし、※の科目については同時に選択不可。） 

臨床心理学，発達心理学，社会心理学，家族社会学，社会病理学，

社会福祉援助技術，
※児童福祉論，※老人福祉論，
教育方法学，教育心理学，教育社会学，民法，刑法
	2題
（各科目1題）
	2時間
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	口述試験
	人柄などについて，個別面接
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＊ ○内の数字は出題数です。

· 専門試験「法律学③」の内訳は、憲法，民法，刑法各１題になります。

· 第２次試験の筆記試験のうち、教養試験は第１次試験日に実施します。

· 受験案内・受験申込書は最寄りの裁判所で配布しています。また青山学院大学集就職部の前の引き出しにもあります。

～法務教官～

☆法務教官のお仕事とは…

法務教官は原則として少年院や少年鑑別所で勤務し、非行を犯した少年（少女）に対して、専門
的な指導に基づき社会に対する不適応の原因を取り除き、心身ともに健全な少年として社会復帰
できるよう援助したり、少年の資質鑑別に役立てるための面接や行動観察を行ったりする法務省
矯正局所管の専門職です。

少年院は、家庭裁判所から保護処分として送致されてきた少年を収容し、矯正教育を授ける施設
です。この少年院の中で中心的な役割である矯正教育を担当しているのが法務教官です。在院者
の特性や問題性、心身の発達状況に応じて個別に矯正教育の内容を計画します。具体的には入院
生活全般を通して、健全な思考力や行動規範を身に付けるための生活指導・職業知識教育および
特別活動などを行っています。

少年鑑別所での主な業務は、家庭裁判所から送致されてきた少年の資質鑑別のための面接・助言
などです。また少年の身柄の保護や、心身の安定を図ることも法務教官の役割です。

① 身分・資格

以前は国家公務員採用Ⅱ種試験の行政区分から採用されていましたが、1989年より法務教官
採用試験が実施されています。

② 試験の概要

　＊受験資格・・・受験する年度の4月1日現在の年齢が２１歳以上、２９歳未満の者なら性別
や学歴を問わず、誰でも受験できます。しかし、少年の行動観察、生活指導、相談助言に携わる事から、教育学、心理学、社会学などの専門教育を受けて
いる事が必要とされます。ただし２１歳未満でも短大、高専および専修学校
専門課程を卒業または卒業見込みの者は受験できます。

　＊試験内容（大学卒業程度）

　　第１次試験・・・教養試験、専門試験

　　 a.多肢選択式：教育学、心理学、社会学に関する基礎知識および青少年問題についての筆記
試験

　　 b.記述式：青少年の教育に関連する具体的な課題についての論述

　  第２次試験・・・人物試験、身体検査、身体測定

　　
合格者は試験区分ごとに採用候補者名簿に登録され、主に男子被収容者を担当する教官Aと
女子被収容者を担当する教官Bに分かれて、少年院および少年鑑別所に採用されます。

2002年度の受験申込者数は教官Aが2009名、そのうち合格者数は160名で、教官Bは受験
申込者数が1115名、そのうち合格者数は60名です。

③ 職場の概要

少年院は全国に52ヵ所（うち医療少年院4、女子少年院9）設置されており、初等少年院、
中等少年院、特別少年院、医療少年院の4種類に分かれています。少年鑑別所は家庭裁判所の
所在地を中心に、全国に52ヵ所設置されています。少年院には約2200名、少年鑑別所には約
900名の法務教官が勤務しています。

④ 給与
2002年度の初任給は218,288円（東京都特別区内に勤務する場合）。他に諸手当がつきます。勤務が特殊なため、一般公務員より実質給与は高くなっています。

⑤ 備考
受験申し込み用紙交付・受験申し込み先機関は以下の通りです。

　
・法務省　札幌矯正管区　〒007-0801札幌市東区東苗穂1-2-5-5

　　☎011(783)5083

　・法務省　仙台矯正管区　〒984-0825仙台市若林区古城3-23-1

　　☎022(286)0510

　・法務省　東京矯正管区　〒330-9723さいたま市中央区新都心2-1

　　☎048(600)1500

　・法務省　名古屋矯正管区　〒461-0011名古屋市東区白壁1-15-1

　　☎052(971)5980

　・法務省　大阪矯正管区　〒540-0008大阪市中央区大手前4-1-67

　　☎06(6941)5754

　・法務省　広島矯正管区　〒730-0012広島市中区上八丁堀6-30

　　☎082(223)8198

　・法務省　高松矯正管区　〒760-0033高松市丸の内1-1

　　☎087(822)4469

　・法務省　福岡矯正管区　〒813-0036福岡市東区若宮5-3-53

　　☎092(661)1260

　
上記のほか、人事院各地方事務局・全国の少年院および少年鑑別所においても受験申込み用紙
を交付します。
～地方公務員上級～
☆地方公務員のお仕事とは…

地方自治体における社会福祉の専門機関で心理職、福祉職として働くには、地方公務員採用試験
を受けて合格し、採用されるのが一般的です。採用区分は自治体ごとに異なり、一般の行政職と
してのみ採用を行う自治体と心理職、福祉職の試験区分を有する自治体があります。
主な業務内容として、心理職は病院や児童相談所等で心理判定を行うこと、福祉職は福祉事務所
や児童相談所などでケースワーカーとして働くことが挙げられます。
　
☆心理職
地方上級試験心理職に関しては、基本的に特別な資格の取得は必要ありません。
上限年齢などの各種応募条件に関しては、各都道府県・政令指定都市ごとに異なりますが、以前
よりも上限年齢が上がっています。
　
① 平成１４年度について、心理職の区分での採用試験を実施した自治体
岩手県、宮城県、秋田県、福島県、栃木県、千葉県、東京都Ⅰ類・Ⅱ類、石川県、岐阜県、静岡県、愛知県、島根県、徳島県、香川県、愛媛県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、仙台市、川崎市、さいたま市、福岡市
　
② 試験日程
　・応募受付期間　　　　　５月上旬～下旬
　・第１次試験　　　　　　６月下旬
　・第２次試験　　　　　　７月中旬～下旬
　・最終合格発表　　　　　８月中旬～下旬
採用区分・試験日程・開催地等は自治体によって異なりますので、まずは各自治体人事委員会にお問い合わせ下さい。
～国家公務員Ⅰ種（人間科学Ⅰ）～

☆公務員国家Ⅰ種のお仕事とは…

国家Ⅰ種試験に合格すると、基本的に官庁に勤めることになります。採用省庁に毎年変動はある
ものの、法務省・厚生労働省は毎年決まって採用があります。その他、科学警察研究所（警察庁）・
人事院・農林水産省などで採用があったりします。他職種と同様、採用先は自分で選択すること
はできません。

《法務省》

a.矯正局・・・法務技官として少年鑑別所・刑務所・拘置所などに勤務し、収容者に対して面接
や心理検査をすることで心理鑑別を行います。

b.保護局・・・保護観察官として保護観察所に勤務し、地域のボランティアである保護司と協力
しながら、刑務所から仮釈放を認められた人や保護観察処分になった少年などの更正にかかわる仕事にあたります。

《厚生労働省》
a.職業安定局・・・心理学を直接活かすような仕事ではなく、法律職・行政職やⅡ種採用の職員
とともに労働行政に携わります。
b.その他・・・高齢・障害者雇用対策部や能力開発局で、国民の雇用の安定の促進等に関連した
業務を行います。
《警察庁》

科学警察研究所・・・主に鑑識の仕事を行います。筆跡鑑定などです。
Ⅰ.試験について
①受験資格

２１歳以上３３歳未満

②試験スケジュール（平成１５年のもの）

受付期間：４月１日（火）～４月８日（火）

第一次試験日：５月５日（月・祝）

第二次試験日：筆記試験６月１日（日）　人物試験６月３日（火）～６月１８日（水）

最終合格発表日：６月27日（金）
③試験科目・試験の方法

第一次試験：教養試験（多肢選択式）　３時間

　　　　　　   公務員として必要な一般的な知識及び知能についての筆記試験（出題数は55題）

　　　　　　   必須25題；時事③　文章理解⑧　資料解釈④　判断・数的推理⑩

　　　　　   　選択20題；自然科学⑩　人文科学⑩　社会⑩

　　　　　   　専門試験（多肢選択式；50題出題・50題解答）　３時間３０分

　　　　　   　心理学に関連する領域　

（人間の資質の理解に関する心理学的基礎⑳／人間の行動・人間関係の理解に関
する心理学的基礎⑳／人間の資質・行動及び人間関係の研究方法に関する基礎
⑦～⑨／人間の資質・行動及び人間関係を巡る行政的問題①～③）

第二次試験：専門試験（記述式）　３時間

　　　　　　　 心理学に関する領域

　　　　　　　 次のいずれかの科目から必須問題として１題出題、もう一方の科目から2題出題、任意の1題選択

　　　　　　  （人間の資質・行動及び人間関係の理解に関する心理学的基礎①～②／行政的な
課題・社会的事象について／心理学的な視点から論述するもの①～②）

　　　　　　　 総合試験（記述式）　2時間

　　　　　　   総合的な判断力・思考力などの能力についての筆記試験　２題のうち１題を選択

　　　　　　   人物試験

　　　　　   　人柄などについての個別試験

Ⅱ.試験結果について
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※採用予定数：公務員試験では最終合格をすると「合格者名簿」に名前が載ることになります｡

　　　　　　　各省庁はその合格者名簿から採用者を決定します｡ したがって、たとえ最終合格
していたとしても省庁からの採用がなければ公務員にはなれません｡

Ⅲ.平成16年度の採用予定

《警察庁(科学警察研究所)》：1名　《厚生労働省(本省)》：2名　《農林水産省(本省)》：※1名　

《法務省》少年鑑別所：4名　地方更正保護委員会又は保護観察所：※9名

（※のものは人間科学Ⅰ以外の区分からも募集している職種です）
§参考文献§ 公務員試験ガイドブック2003秋 河合塾ライセンススクール
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